　上杉謙信『宝在心』の驚き　
                                                    高野　獨源
上杉謙信『宝在心』十六箇条を読んでいて、はっとした。従来私はこれを仏教的な道徳、教訓の一種として眺めていた。大雑把に言えば、哲学的、宗教的なものとして捉えていたのである。しかし、今までどうして気が付かなかったのであろうか。「心に□□なき時は…」と、明らかに「心」について書いてあるのに、心理学として読んで来なかったのである。
そもそも、この題名、『宝在心』。宝は心にあるのである。

ここに私は、独自の見地からこの十六箇条を解釈してみたい。

まずは、その『宝在心』十六箇条とはこれである。

一　心に物なき時は心広く軆泰(やすらか)なり

二　心に我儘なき時は愛敬失はず

三　心に欲なき時は義理を行ふ

四　心に私なき時は疑ふことなし

五　心に驕りなき時は人を敬ふ

六　心に誤りなき時は人を畏れず

七　心に邪見なき時は人を育つる

八　心に貪りなき時は人に諂うことなし

九　心に怒りなき時は言葉和(やわ)らかなり

十　心に堪忍ある時は事を調う
十一　心に曇りなき時は心静かなり

十二　心に勇みある時は悔やむことなし

十三　心賎しからざる時は願い好まず

十四　心に孝行ある時は忠節厚し

十五　心に自慢なき時は人の善を知り

十六　心に迷いなき時は人を咎めず

以上が宝在心十六箇条である。これは上杉謙信が残したもので、上杉米沢藩においては上杉家家訓となっており、米沢上杉神社にも石彫りがある。但し、第五条が「人を敬う」ではなく「人を教ふ」となっている。敬ふと教ふは、確かに良く似ている。他にも細かい違いがあるのかも知れないが、この「教ふ」と「敬ふ」程の意味の異なる箇所は無いであろう。後ほどまた触れたい。
この十六条は、四つずつ四つにグループ化できるというのが私の説である。第一グループ、第二グループ、第三グループの最後は「なし」で終わっている。この「なし」によって、それぞれのグループが一段落する、微妙な感じを私は受けるのである。また、二グループずつ前半と後半に分けることも可能かと思われる。前半後半とも、最初の項目、つまり、第一条と第九条の分の終わりは「なり」となっている。まず「なり」と断言して、ここから続いて行く感じを私は受けるのである。
一　心に物なき時は心広く軆泰(やすらか)なり
二　心に我儘なき時は愛敬失はず

三　心に欲なき時は義理を行ふ

四　心に私なき時は疑ふことなし
五　心に驕りなき時は人を敬ふ

六　心に誤りなき時は人を畏れず

七　心に邪見なき時は人を育つる

八　心に貪りなき時は人に諂うことなし
九　心に怒りなき時は言葉和(やわ)らかなり
十　心に堪忍ある時は事を調う
十一　心に曇りなき時は心静かなり

十二　心に勇みある時は悔やむことなし
十三　心賎しからざる時は願い好まず

十四　心に孝行ある時は忠節厚し

十五　心に自慢なき時は人の善を知り

十六　心に迷いなき時は人を咎めず

十六条とも、全て「心に…」と始まっているのは共通するが、「心に…なき時は」ではなく、「心に…ある時は」となっている条項が三つある。第十、第十二、第十四条と、後半の偶数条である。といっても、最後の第十六条はやはり、「心に…なき時は」となっており、また、四グループ説を採っても、「なし」で終わっていない点を見ても、ちょっと特別な扱いを受けているようにも思える。
第十五条は、「人の善を知り」と、文が終わっておらず、次に続く形になっている。それを、第十六条が、びしっと締める形で終わるのである。

さて、この十六箇条の中には、お互いに似た条項も含まれているので、ちょっと分類をしてみようと試みた。例えば、第一条「心に物なき時は心広く軆泰(やすらか)なり」と、第十一条「心に曇りなき時は心静かなり」は心に何か邪魔な物が無ければ、心の状態が良い、と言っている点では似ている。また、第五条「心に驕りなき時は人を敬ふ」と第十五条「心に自慢なき時は人の善を知り」とでは、「驕り」と「自慢」、「人を敬う」と「人の善を知り」が似ているのである。ついでに言うと、第八条「心に貪りなき時は人に諂うことなし」と第十三条「心賎しからざる時は願い好まず」も、「貪りなき」と「賎しからざる」が対応し、「諂うことなし」と「願い好まず」が対応している。
しかし、このような分類作業の中で、分類自体はある程度できたものの、規則性は見出されなかった。だが、代わりに、四つのグループが、四つの発展的段階を追っているのではないかという可能性に気が付いた。つまり、基本的で比較的分かりやすいことを述べている第一グループ。心から障害物を取り除き、我儘や、欲、私心を取り除けば、余計な猜疑心をもたずに義を行うことが出来るという、基本方針が提示される。まずは自分自身に注目している段階とも言える。
続く第二グループでは、人との関わりが提示される。驕り、誤り、邪見、貪りの悪を説き、人を敬いつつも、畏れることも、諂うこともなく、また、人を育てる。この「人」であるが、これを「他人」と解釈することも出来るが、「人間」ととって「自分」と解釈することも出来よう。
前にも述べたが、第五条の「人を敬う」であるが、米沢上杉神社の石碑では「人を教う」となっている。「驕りなきとき」人を教うのも、深い因果関係があるのかも知れないが、そうすると、第七条の「心に邪見なき時は人を育つる」と内容が近くなってしまい過ぎるように思うのである。私としては、ここは「人を敬う」としておきたい。
このように、第二グループでは、第一グループで自己修養の基本（内面）を押さえた上で、人との関わり（外面）について説いている。
では、第三グループに進んで私なりに解釈をしてみよう。私はここでは、再び内面に立ち戻り、第一グループを基本編とするならば、より高度な実践編へと進んでいるように思うのである。このグループの一番初めの「心に怒りなき時は言葉和(やわ)らかなり」は、単純に「怒り」がなければ「言葉やわらか」であるという因果関係だけに着目すれば、当たり前である。しかし、これを実践編として捕らえるならば、「怒り」を無くせと言っている訳であり、私のように、怒りっぽいようでは駄目だと言っているのである。これは厳しい戒めである。同様に考えると、次の第十条では、我慢しろ、と言っているのであり、その次の第十一条では、心を曇らせるな、第十二条では、勇気を持て、と言っているのである。どれも、簡単ではないことばかりである。
　第一グループの内容は、心の中の余計な障害物を取り除いて、自分自身の心の平安を獲得し、結果として義理を行い、疑いを持たずにいられるような、心理学的に安定した状態をもたらすことが出来ると説いているように私には思えたのだ。心の浄化を行い負担なくすことにも繋がると思う。
　しかし、第三グループでは、怒りを静め、堪忍（我慢）をして、曇を取り除き、勇気を持て、と、心に負担のかかるようなことを説いている。これらを実行するためには、第一グループの基本編がまず出来ていなければ無理な負荷が心に掛かるだけであり、よって、第一グループの基本編の大切さが再確認され、第三グループの高度さが意識される。
　二グループずつ前半、後半という分け方も出来る、と前述したが、前半を心理学的とすると、後半は道徳的、倫理的も分類できるのである。

　さて、第四グループでは、再び外面的で社会の中での心の持ち方に目が向いている。一つ一つを重く感じるのは私だけであろうか。
　第十三条「心賎しからざる時は願い好まず」は、第八条の「心に貪りなき時は人に諂うことなし」に似ている。しかし、「心賎しからざる」も「願い好まず」も、それぞれ「貪り」「人に諂う」よりも、社会全体や神に向かっているかのような拡がりを感じるのである。第十四条では各種集団や人間関係における、孝行について語られ、第十五条では他人の善の存在が示される。そして、最後の第十六条、心に迷いが無ければ、人を咎めることすらしないのである。私はこの第十六条に計り知れない深さを感じる。第一グループから、心の持ち方について発達的に積み上げてきた最後に到達するものは、心に迷いがなく、結果として、人を咎めもしなくなる状態なのである。
　間違えてならないのは、人を咎めなければ迷いがないとは言っていないことである。迷いがないゆえに人を咎めないのである。因果関係を逆にすることは出来ない。しかし、ちょっと考えると、迷いがないと、何故人を咎めないのか、この第十六条だけを読んだ人は理解できないであろう。しかし、第一条から順に読んでくると、納得が行くのである。心を修養し、外界との関係を確固たる物とし、更に心の持ち方を強めて、自分を知り、人の善を知った上では、人を咎めないという結果に辿り着くことも考えうることなのである。

　私はこの宝在心に驚いてから、毎日一条ずつ意識しようと試みている。一ヶ月は約三十日であるから、一ヶ月間に大体二巡出来る。例えば月の第一日目は第一条、十五日は十五条、十六日はまた第一条、三十日は第十五条、三十一日は第十六条だが、三十日の月でも、第十六条だけは常に意識するようにしているのだ。

《終わり》
（執筆自二〇〇九年七月三日至十一月七日）

              　　　　　　　　　　初版発行　二〇〇九年十一月七日  高野出版
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